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３２ 松山大学論集 第２２巻 第２号
ス」とある。８，１０日に温は慎吾に帰任の督促をした。２０日，漸く慎吾が帰
国した。温は午前９時高浜に迎えに行き，永沢氏に連絡した。永沢氏はこの日，
福岡家を訪問した。２１日，永沢氏が来宅し，福岡家の清美嬢の情報を伝えた。
それによると，清美嬢はこの縁談に乗り気ではなかった。この日の日記に「永
澤君来宅（今朝慎吾ト打合セ，二時頃訪問スル予定ナリシニ）。昨夜福岡訪問
ノ結果ヲモタラシ来宅セラル。（不相変当人ノ意向定ラズ両親ノ切望ニ従ハザ
ル由ニテ，福岡両親ノ希望ハ尚コノマヽニナシ置キ本人ヲ勧メ，其上諒解セザ
レバ止ムヲ得ズトノ意志ヲ伝ヘテ呉レトノ趣キ。当方ノ親心モ同意志ナル旨ヲ
述ベ，当分此マヽ放置シ本人ノ自覚ヲ待ツコトヽセント永沢氏ニ話シ置キタ
リ」とある。結局は，この縁談は打ち切りとなった。
長女の清香（明治２８年３月２１日生まれ，４１歳）は，前年，長男の権一郎
の東京高等農林入学に伴い，東京に出て，温の妹・ケイ宅に同居していた。な
お，ケイは赤城下で塾を経営している。清香とケイとの間ではしばしば問題が
発生していたようである。６月８日「けい子対清香ノ問題ニ付，清香ヲ諭ス」
等。
次女の禎子（明治３５年２月２日生まれ，３４歳）は劇作家活動を続けている。
４女の綾子（明治４１年１０月１日生まれ，２８歳）は新居浜にいて，小野基
道とともに，子供を育てている。
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